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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等

年度 t-CO2

t-CO2

％ 1.50 ％

% 5.00 ％

t-CO2

％ -0.12 ％

% 0.00 ％

t-CO2

％ ％

% ％

t-CO2

％ ％

% ％

0.09885

0.09736

0.09896

2022

削減率
2025 年度

7,415

目標原単位

削減率 1.50

2025 年度

排出量が増加した要因として、暑い日や寒い日が例年より多くエネルギー使用量が増加したこと
が考えられる。

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）   第 1 年度分

事 業 者 の 名 称 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
事 業 所 の 名 称 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市宮城野区宮城野二丁目11-12
主 た る 事 業 医療業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する一般事業者

目標排出量 7,296

温室効果ガスの
排出状況

及び削減目標
・

非化石エネルギー
の

使用割合目標

非化石エネルギーの
使用目標割合

非化石電気 5.00
その他非化石
エネルギー等

-0.11

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

当センターの運営、療養環境及び職場環境の維持改善に配慮の上、エネルギー管理方針を定めるものとする。
・業務の性質および規模に対して適切なエネルギー利用を図り、快適な療養空間の整備に努める。
・継続的改善および建物環境の維持改善に関する配慮がなされている。
・環境にやさしい病院づくりに努め、温室効果ガスの排出を抑制する。
・省コスト（光熱費の節減）を図り、経営の安定化に寄与する。

基準年度 基準排出量 7,407 基準原単位

排出量等の
増減理由

目標年度

温室効果ガスの
排出状況

削減率

排出量

排出量

削減率

排出量

削減率

削減率

排出原単位

排出原単位

削減率

排出原単位

排出量等の
増減理由

排出量等の
増減理由

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

削減率

第１年度

第２年度

第３年度

2024

2023 年度

年度

（事業所等用）
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％ 100 ％

％

％

％

選択対策の
実施状況

燃費性能の良い車両の計画的導入 一部実施済

項目 実施状況

外部機関による省エネ診断 未実施

エネルギー使用量の見える化（分計による課題発見） 一部実施済

ファン、ブロワ、給気系統の保全管理 一部実施済

負荷平準化 一部実施済

89

第３年度
実施状況の説

明等

ポンプ、給水系統の保全管理 一部実施済

89

目標年度

基 本 対 策 の
実 施 状 況

基準年度

第１年度
実施状況の説

明等
27.28においては施設管理単位では実施しているが、病
院ルールとしては策定できていない。

第２年度
実施状況の説

明等

（事業所等用）
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その他の対策の
実施状況

具体的な取組内容 実施状況

その他地球温暖化を防止する対策の
実施

毎年、ポスター掲示等による省エネの啓発活動を行う。 実施済

項目

その他地球温暖化を防止する対策の
実施

毎年、照明等の点灯消灯スケジュールを検討し節電に努
める。

実施済

（事業所等用）


